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出資法人等経営状況報告書 

 

１ 作成年月日及び担当部署 

作成年月日 令和 4年 8月 25 日 担 当部署 産業観光交流部 産業政策課 

 

※以下は令和 4年 3月 31 日現在の内容です。 

２ 法人等の概要 

法 人 名 有限会社 やまざくら 

代 表 者 

取締役 岩野 虎治 

□ 常 勤    ■ 非常勤 ■ プロパー    □ 市兼務 

所 在 地 新潟県上越市大島区大平 3874 番地 1 

設立年月日 平成 9年 7月 14 日 

資 本 金 11,600 千円 市出資割合 98.3％ 

設 立目的 

上越市の食料品等販売施設「大島やまざくら」の管理運営を通じ、若者を中心と

する人口流出による過疎化が進む大島区において、生鮮食料品の販売を中心とし

た営業を展開し、住民生活の利便の向上を図る。 

主な事業 

⑴ 大島やまざくらの管理 

⑵ 大島やまざくらの運営穀類、農産物、山菜、花卉、食料品、清涼飲料水、日

用品雑貨、酒類及びたばこの販売） 

⑶ 移動販売車による食料品等の販売 

 

３ 役員数 

（単位：人） 

 常勤 非常勤 計 
内訳 

プロパー 市兼務 その他 

取締役 0 1 1 1 0 0 

監査役 0 1 1 1 0 0 

計 0 2 2 2 0 0 

 

４ 職員数 

（単位：人） 

 計 
内訳 

プロパー 市兼務 

正社員 2 2 0 

その他 4 4 0 

計 6 6 0 
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５ 事業実績（概要） 

【第 25 期の経営状況】 

 第 25 期（令和 3年度）の売上高は、前期と比較して 2,888 千円減（4.7％の減）の 58,316

千円となりました。店舗では、周辺人口の減少による利用者数の減少に伴い売上高が 3,370

千円減少した一方、移動販売では、客単価の上昇により売上高が 57 千円増加しました。 

 指定管理料を除いた売上高に対する原価率は、昨今の物価高騰の影響を受けたことから、前

期と比較して 1.4％高い 76.4％となりました。 

 販売費及び一般管理費は、1,048 千円増の 17,062 千円となりました。正規職員が育児休暇か

ら復帰したことにより人件費が増加したことが主な要因です。 

 この結果、営業利益は△59 千円、経常利益は 765 千円、最終的な当期純利益は 461 千円を計

上し、平成 26 年以降 8期連続の単年度黒字となりました。また、第 25 期末の利益剰余金は

3,327 千円となりました。 

 

【第 25 期の主な取組】 

 前期に引き続き、生鮮食品等の廃棄ロスの削減等に取り組みました。 

 また、無駄のない仕入れや適正な値付けに取り組んだほか、利益が高い商品の販売促進によ

り、利益率の向上を図りました。 

 移動販売では、需要に応じたサービスの提供に取り組み、客単価の向上が図られました。 

 

【売上高の実績】（税抜）                         （単位：千円） 

部門 
第 23 期 第 24 期 第 25 期 

実績 実績 目標 実績 

店舗 46,891 46,705 45,000 43,335 

移動販売 10,959 10,679 10,530 10,736 

指定管理料 3,565 3,820 4,246 4,245 

合計 61,415 61,204 59,776 58,316 

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び

計算結果と一致しない場合があります。 

 

【利用者数の実績】                            （単位：人） 

部門 
第 23 期 第 24 期 第 25 期 

実績 実績 目標 実績 

店舗 40,956 37,756 36,500 35,002 

移動販売 5,766 5,407 5,600 5,130 

合計 46,722 43,163 42,100 40,132 
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６ 財務状況（税抜） 

                                 （単位：千円） 

項 目 

第 23 期 

自 平成 31 年 4 月 1日 

至 令和 2年 3月 31 日 

第 24 期 

自 令和 2年 4月 1日 

至 令和 3年 3月 31 日 

第 25 期 

自 令和 3年 4月 1日 

至 令和 4年 3月 31 日 

損
益
計
算
書 

売上高 61,415 61,204 58,316 

売上原価 43,836 43,044 41,313 

売上総利益 17,579 18,160 17,004 

販売費及び 

一般管理費 
17,218 16,014 17,062 

営業利益 361 2,146 △59 

営業外収益 852 843 825 

営業外費用 15 1 2 

経常利益 1,198 2,988 765 

特別利益 1 44 0 

特別損失 0 0 0 

税引前当期純利益 1,199 3,032 765 

法人税等 391 870 304 

当期純利益 809 2,162 461 

項 目 令和 2年3月31日現在 令和 3年3月31日現在 令和 4年3月31日現在 

貸
借
対
照
表 

資 産 15,154 18,170 17,842 

負 債 2,850 3,704 2,915 

純資産 12,304 14,466 14,927 

 資本金 11,600 11,600 11,600 

 利益剰余金 704 2,866 3,327 

 その他 0 0 0 

 

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。 
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７ 市からの財政支出等 

⑴ 委託額（税込）                             （単位：千円） 

内訳 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 備考 

① 
大島やまざくら 

指定管理料 
3,886 4,202 4,670  

② 
大島ゆきわり荘 

施設維持管理業務委託料 
458    462 462  

計 4,344 4,664 5,132  

⑵ 財政援助額（税込）                           （単位：千円） 

内訳 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 備考 

① 補助金（助成金） 0 0 0  

② 貸付金 0 0 0  

③ 損失補償 0 0 0  

④ 債務保証 0 0 0  

⑤ その他（     ） 0 0 0  

計 0 0 0  

 

８ 今後の経営計画等 

 ⑴ 次期事業計画 

第 26 期は、売上高 57,569 千円、営業利益 40 千円、当期純利益 158 千円の計上による 9 期連

続の単年度黒字を目標に次の取組を行います。 

1.店舗部門 

 ・利用者数の向上を図るために、地域住民とのコミュニケーションを強化し、希望する商品へ

の速やかな対応を行うことで売上げの増加を図ります。 

 ・ＰＯＳレジ機の活用により、仕入れ商品の破棄及び不採算商品の改善を図り、ロスの縮減を

図ります。 

 ・来店者は高齢者が多く、天候によって売上げが左右されることから、1週間の気候状況を仕

入れに連動させます。 

 ・ポイントカードの利用促進による新規顧客の獲得や来店の動機付けに取り組みます。 

2.移動販売部門 

 ・店舗までの移動手段のない高齢者や体の不自由な方に対するコミュニケーションの強化に 

より、希望する商品の聴取及び速やかな入荷を心がけ、利便性をＰＲします。 

・これまで店舗利用を確保するために移動販売を控えてきた店舗周辺での移動販売を実施し、

来店できない顧客の新規開拓を図ります。 

・戸別単位での見守りを兼ねた細やかなサービス提供を行います。 

【目標売上高】                          （税抜：単位：千円） 
 

期 店舗 移動販売 指定管理料 合計 

第 26 期 42,160 11,130 4,279 57,569 

 

⑵ 中長期経営計画 

なし 
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９ 経営状況の分析・評価 

⑴ 第三セクター等の経営状況の分析・評価のフローチャート 

※「第三セクター等に対する関与方針」から抜粋 

Ｄ 
債務超過に陥っている、又は、資本金の 50％を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか 

はい 

→ 

第三セクター等評価

委員会に見解を求め

る 

↓いいえ 
 

Ｃ 3 期連続の赤字であるか 

はい 

→ 

↓いいえ 
 

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか 

はい 

→ 

↓いいえ 
  

Ａ 現状では、当該法人の経営状況に問題（課題）なし 

  

 

 

フローチャートによる評価 Ａ  

【特記事項】 

 

フローチャートによる評価基準 備考 

Ａ 経営状況に問題（課題）なし 引き続き経営努力を行う 

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある 

経営健全化の可能性について、第三セクタ
ー等評価委員会に見解を求める 

Ｃ 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である 

Ｄ 
債務超過に陥っている、又は、 
資本金の 50％を超える累積欠損金がある 


























